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近年 Positron emission tomography（PET）を用いて，糖代謝の観点から骨格筋活動を解析する方法が報告
されている．18F-fluoro-deoxy-glucose (18F-FDG) PET は，低侵襲で運動中の筋全体の活動を調べることが出
来る利点があり，深部に位置する筋であっても動作や姿勢を制限することなく検査することができる．これら
の特徴を生かして，肩関節運動においても 18F-FDG PETを用いた筋活動解析が報告されている．しかし，これ















位と 90度外転位の 2つの肢位で，18F-FDG投与前に 100回，投与後に 200回の内旋運動を行なった．同一被験





した指標である standardized uptake value（SUV）を求め，安静時，0 度外転位内旋運動後，90 度外転位内
旋運動後の 3 条件間で比較した．運動後の SUV 値を安静時の SUV 値で除した SUV 増加比を算出し，運動後の
SUV値で検討した結果と SUV増加比で検討した結果とを比較した．設定された各関心領域（volume of interest; 
VOI）から算出された SUV値について，検者内信頼性と検者間信頼性を級内相関係数によって評価した．検者
内信頼性の測定は，1名の検者が 1日以上の間隔をあけて 2度各筋の VOIを設定し，算出された SUV値を比較
した． 検者間信頼性の測定は，骨格筋系の PET，MRI評価に十分な経験を有する 2名の整形外科専門医が同一
の計測方法に従って各筋の VOIを独立して設定し，各々算出された SUV値を比較した． 
 
結果 









下部の運動後の SUV 値が上部より有意に高く，上部，中部，下部すべての部位で安静時よりも運動後に SUV
値が有意に高かった．棘下筋下部と小円筋については，0 度外転位と 90 度外転位の両者とも肩内旋運動後の
SUV値が安静時に比べて有意に高かった．三角筋前部，中部，後部，大胸筋，小胸筋，広背筋，棘上筋，大円
筋，棘下筋上部は，0 度外転位と 90 度外転位のいずれにおいても，肩内旋運動の前後で SUV 値の有意な変化











のバランスをとりながら関節の安定性を生み出すため force couple（偶力）と呼ばれているが 2)，本研究で




中心を担っている可能性があり，90 度外転位では，肩関節内旋運動後の SUV 値の上昇が有意に高い肩甲下筋
下部が内旋運動の中心を担っている可能性がある．外旋筋である棘下筋下部と小円筋は肩内旋運動時にも活動
していた可能性がある．  
